
冬道は、積雪や路面凍結等によるスリップ事故が発生しやすくなることか
ら、安全な速度、充分な車間距離、早めの出発を心がけて、交通事故を防止
しましょう。
今年は、暖冬と言われていますが、１月２４・２５日には、積雪等で県内でスリップ

事故が多発しました。特に早朝や深夜帯などに運転する場合は、注意が必要です。

◇ 発進するときは「空転スリップ」に注意！
◯ 積雪や凍結路面では、乾燥路面と同じような操作をする

とタイヤが空回りする「空転スリップ」が発生します。

◯ 発進時は、アクセルをじわりと踏み込む。ＡＴのスノー

モードやＭＴの２速発進も有効です。

◇ スリップ事故はブレーキの操作ミスが原因！
◯ 冬道では、夏場に比べて制動距離が大幅に伸びます。ブレーキを強く踏むと

「滑走スリップ」が発生します。

◯ 早めのブレーキ操作を心掛け、ペダルをソフトに踏み込み、タイヤのロック

を防止しましょう。 ※ＡＢＳのスイッチを切らないこと

◇ ハンドルを操作するときはブレーキやアクセルをゆるめる！
◯ 右折や左折時にブレーキを踏み込んで減速しながらハンドルを切ると、横滑

りやスピンの危険性が高まります。充分に減速してからハンドルを切りましょ

う。

◯ 進路変更などで、加速しながらハンドルを切ることも、横滑りの原因となり

ます。

『滑走事故防止３原則』
① 急ブレーキをかけない

② 急ハンドルを切らない

③ 急加速をしない

１割のスピードダウン ２倍の車間距離 ３分早めの出発
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